
項 ⽬ 内 容

名称 セイヨウノコギリソウ、ヤロー [英]Yarrow [学名]Achillea millefolium L.

概要 ヨーロッパ原産のキク科の多年草。世界中の温暖な地域に⾃⽣している。⾼さは約1

mで、1本の茎に芳⾹性の葉がつく。夏に⽩⾊または

淡紅⾊の⼩さな花を散房状に多数つける。

法規・制度 ■⾷薬区分

・全草︓「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原

材料) 」に該当する。

■海外情報

・⽶国では、GRASに該当する。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・アミノ酸、脂肪酸、アスコルビン酸、カフェイン酸、葉酸、アルカロイド、フラ

ボノイド、ステロール、トリテルペンなどを含む (7) (81) (PMID:7097536) 

(PMID:1195115) 。

・精油は、アズレン、α-およびβ-ピネン類、リモネン、ボルネオール、カンファ

ー、ツヨン、セスキテルペノイド、アルカロイドなどを含む (7) (23) (29) (33)

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=7097536&dopt=Abstract
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=1195115&dopt=Abstract


(81) 。

・市販のセイヨウノコギリソウ製品 (医薬品) 40種を、精油、プロアズレン

(proazulene) 、ジカフェオイルキナ酸 (dicaffeoylquinic acid) 、フラボノイド含

量について分析したところ、欧州薬局⽅の基準に適う製品は50％だったという報告

がある (PMID:18271298) 。

分析法 ・セイヨウノコギリソウ中のフラボノイドをCE法およびHPLC法により分析した報

告がある (PMID:18164574) 。

・セイヨウノコギリソウ中のフェノール類をSPE-HPLC/UV法により分析した報告

がある (PMID:17511000) 。

有効性

ヒ

ト

で

の

評

価

循環器・

呼吸器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・

内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・

感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・

炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 RCT

・軽い⻭⾁炎患者45名 (試験群30名、オランダ) を対象とした無作為化プラセボ対

照試験において、セイヨウノコギリソウ、セイヨウネズ、イラクサの混合物 (1︓

1︓1) を6.3 mg/mL含む⼝腔洗浄液10 mLで1⽇2回、3ヶ⽉間⼝腔洗浄を⾏なった

ところ、プラーク指数や⼝腔内出⾎に影響は認められなかった (PMID:9650877)

。

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=18271298&dopt=Abstract
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=18164574&dopt=Abstract
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=17511000&dopt=Abstract
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=9650877&dopt=Abstract
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